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山岳流域研究院　カリキュラム・ツリー（令和８年度春季入学生用）　※科目区分同士の関係を青色、APとCPの関係を茶色、CPと科目区分の関係を各色の矢印で示す

【設置の趣旨及び必要性】

〇山岳域のみならず山岳流域全体を俯瞰できる人材，更には自然環境や社会を含めた分野横断型の幅広い視野を持った上で，高度な専門知識・スキルを活用できる人材に対する

ニーズが高まっている。

〇山岳域を水源に持つ流域が有する課題に対処するためには流域の一部にのみ着目するのではなく，流域全体を俯瞰することが必要である。

教育課程

1年 2年

【養成する人材像】

〇山岳流域研究院では，高度な専門科目群により養われる高度な専門性，フィールドを活用した実習等により身に付くフィールドスキル，分野横断型の履修により得られる

幅広い視野，英語科目の履修や研究発表を通して磨かれるコミュニケーション能力を持ち合わせ，静岡はもとより，日本各地，更には海外において,流域が有する共通課題の

解決に資する人材を養成する。

森林、植物、動物、水文など

自然環境についての学び

実務、啓発活動についての学び

自らの調査・研究を整理し、

相手に伝える能力を養う

身に付けたフィールドスキルを県

外フィールドにおいて実践し確実

なものとする

静岡周辺地域を活用した

フィールドスキルの学び山岳流域の基礎知識の学び

アドミッションポリシー カリキュラムポリシー

CP1 山岳流域が有す

る課題解決能力を身に

付けるため，山岳域か

ら海までを対象とし，

かつ自然環境と人間活

動の双方を含んだ分野

横断型のカリキュラム

編成とする。

（DP1,2,3）

CP2 高度なフィール

ドスキルと課題解決能

力を修得するため，静

岡県周辺地域の山岳流

域フィールドを活用し

た実習・演習科目を設

置する。（DP1）

CP3 山岳流域の有す

る課題解決に必要な，

高いコミュニケーショ

ン能力を修得するため，

英語科目（外国人留学

生と共に履修する英語

対応科目を含む）や発

表スキルの向上を目指

すための科目を設置す

る。（DP2）

CP4 山岳流域に関す

る高度な専門性に基づ

き課題を解決できる人

材の育成のため，専門

性の高い講義科目及び

特別研究を設置する。

（DP3）

2    国際的な感覚を有し，

海外の学生や研究者と

協働して学修及び研究

や開発を遂行できるこ

と。

（CP3）

3   学士課程の個別的な

専門分野で形成される

べき，基礎的な知識と

能力があり，それらを

応用できる思考力，判

断力及び表現力がある

こと。さらにフィール

ドスキルの修得や流域

を俯瞰できる視野の獲

得についての意欲があ

ること。

(CP2)

ディプロマポリシー

DP1 フィールド

スキルと幅広い学

識によって山岳流

域が有する課題の

本質を捉え，その

解決に向けた取組

を実践できる能力

を有する。

（DP1,2）

DP2 国際的な取

組や，立場を超え

た流域内での社会

活動・経済活動の

連携において，

リーダーシップを

発揮できる人材と

なるために必要な

高いコミュニケー

ション能力を有す

る。（CP3）

DP3 山岳域から

海までを含めた流

域全体を俯瞰し，

山岳流域の自然環

境の保全と持続的

な社会の創出に貢

献できる能力を有

する。（CP4）

山岳流域環境学概論A

凡 例

必修科目

選択科目

導入的な科目

専門性の高い科目

分野横断型科目（必修5単位）

専門科目 人文・社会・実践系科目群（選択13単位）

専門科目 自然科学系科目群（選択13単位）

想定される進路・就職先

公務員（林業職）

・林業経営体

公務員（土木職）

・建設コンサルタント

公務員（行政職）

木材コーディネーター

1 山岳流域に内在す

る自然環境及び社会に

関する諸問題に対して

強い関心があり，自ら

が専門知識やフィール

ドスキルを身に付ける

ことで，社会貢献や関

連科学分野の発展に対

する強い意欲を持って

いること。

（CP1,4）

山岳流域環境学概論B

山岳流域フィールド実習Ａ 山岳流域フィールド実習B 山岳流域コミュニケーションスキル

Field Practice in Tenryu Forests:
from Plantation to Natural Laurel

山岳流域特別セミナー

地域産業論

山岳流域防災学特論

環境政策と法

マーケティング戦略

日本経済史

経済発展論演習A

経済発展論演習B

動物生理学特論

植物分類学特論

Advanced Forest EcologyⅠ

Advanced Forest EcologyⅡ

Environmental Remote Sensing A

Environmental Remote Sensing B

森林水文学特論Ⅰ

森林水文学特論Ⅱ

森林生理生態学特論Ⅰ

森林生理生態学特論Ⅱ

森林生態学演習

森林生態管理学演習

造林学特論Ⅰ

造林学特論Ⅱ

砂防工学演習

山岳流域学特別研究

特別研究科目（必修12単位）

分野横断型

分野横断型

分野横断型

人文・社会・

実践系

人文・社会・

実践系

人文・社会・

実践系

自然科学系

自然科学系

自然科学系

特別研究

森林・林業デジタル技術演習

半島流域フィールド実習

インターンシップ

日本経済史演習II

日本経済史演習I

経済、社会、法律についての学び

マーケティング演習I

自然と社会・文化のつながり

についての学び

マーケティング演習II



山岳流域研究院　カリキュラム・ツリー（令和８年度秋季入学入学生用）　※科目区分同士の関係を青色、APとCPの関係を茶色、CPと科目区分の関係を各色の矢印で示す

教育課程

1年 2年

令和5年10月～令和6年3月 令和6年4月～令和6年9月 令和6年10月～令和7年3月 令和7年4月～令和7年9月

【設置の趣旨及び必要性】

〇山岳域のみならず山岳流域全体を俯瞰できる人材，更には自然環境や社会を含めた分野横断型の幅広い視野を持った上で，高度な専門知識・スキルを活用できる人材に対する

ニーズが高まっている。

〇山岳域を水源に持つ流域が有する課題に対処するためには流域の一部にのみ着目するのではなく，流域全体を俯瞰することが必要である。

【養成する人材像】

〇山岳流域研究院では，高度な専門科目群により養われる高度な専門性，フィールドを活用した実習等により身に付くフィールドスキル，分野横断型の履修により得られ

る幅広い視野，英語科目の履修や研究発表を通して磨かれるコミュニケーション能力を持ち合わせ，静岡はもとより，日本各地，更には海外において,流域が有する共通課

題の解決に資する人材を養成する。

アドミッションポリシー カリキュラムポリシー

CP1 山岳流域が有す

る課題解決能力を身に

付けるため，山岳域か

ら海までを対象とし，

かつ自然環境と人間活

動の双方を含んだ分野

横断型のカリキュラム

編成とする。

（DP1,2,3）

CP2 高度なフィール

ドスキルと課題解決能

力を修得するため，静

岡県周辺地域の山岳流

域フィールドを活用し

た実習・演習科目を設

置する。（DP1）

CP3 山岳流域の有す

る課題解決に必要な，

高いコミュニケーショ

ン能力を修得するため，

英語科目（外国人留学

生と共に履修する英語

対応科目を含む）や発

表スキルの向上を目指

すための科目を設置す

る。（DP2）

CP4 山岳流域に関す

る高度な専門性に基づ

き課題を解決できる人

材の育成のため，専門

性の高い講義科目及び

特別研究を設置する。

（DP3）

2    国際的な感覚を有し，

海外の学生や研究者と

協働して学修及び研究

や開発を遂行できるこ

と。

（CP3）

3   学士課程の個別的な

専門分野で形成される

べき，基礎的な知識と

能力があり，それらを

応用できる思考力，判

断力及び表現力がある

こと。さらにフィール

ドスキルの修得や流域

を俯瞰できる視野の獲

得についての意欲があ

ること。

(CP2)

ディプロマポリシー

DP1 フィールド

スキルと幅広い学

識によって山岳流

域が有する課題の

本質を捉え，その

解決に向けた取組

を実践できる能力

を有する。

（DP1,2）

DP2 国際的な取

組や，立場を超え

た流域内での社会

活動・経済活動の

連携において，

リーダーシップを

発揮できる人材と

なるために必要な

高いコミュニケー

ション能力を有す

る。（CP3）

DP3 山岳域から

海までを含めた流

域全体を俯瞰し，

山岳流域の自然環

境の保全と持続的

な社会の創出に貢

献できる能力を有

する。（CP4）

凡 例

必修科目

選択科目

導入的な科目

専門性の高い科目

想定される進路・就職先

流域生態系の保全や防

災などを対象とする，

自然科学系の技術者，

研究者

1 山岳流域に内在す

る自然環境及び社会に

関する諸問題に対して

強い関心があり，自ら

が専門知識やフィール

ドスキルを身に付ける

ことで、社会貢献や関

連科学分野の発展に対

する強い意欲を持って

いること。

（CP1,4）

分野横断型

分野横断型

分野横断型

人文・社会・

実践系

人文・社会・

実践系

人文・社会・

実践系

自然科学系

自然科学系

自然科学系

特別研究

自らの調査・研究を整理し、

相手に伝える能力を養う

身に付けたフィールドスキルを県

外フィールドにおいて実践し確実

なものとする

静岡周辺地域を活用した

フィールドスキルの学び 山岳流域の基礎知識の学び

山岳流域環境学概論A

分野横断型科目（必修5単位）

山岳流域環境学概論B

山岳流域フィールド実習Ａ

山岳流域フィールド実習B

山岳流域コミュニケーションスキル

自然と社会・文化のつながり

についての学び

専門科目 人文・社会・実践系科目群（選択13単位）

Field Practice in Tenryu Forests:
from Plantation to Natural Laurel

地域産業論

山岳流域防災学特論

専門科目 自然科学系科目群（選択13単位）

森林水文学特論Ⅰ

森林水文学特論Ⅱ

森林生理生態学特論Ⅰ

森林生理生態学特論Ⅱ

森林生態管理学演習

造林学特論Ⅰ

造林学特論Ⅱ
森林、植物、動物、水文など

自然環境についての学び

Advanced Forest EcologyⅠ

Advanced Forest EcologyⅡ

Environmental Remote Sensing A

Environmental Remote Sensing B

森林生態学演習

砂防工学演習

動物生理学特論

植物分類学特論

山岳流域学特別研究

特別研究科目（必修12単位）

森林・林業デジタル技術演習

山岳流域特別セミナー

実務、啓発活動についての学び

経済、社会、法律についての学び

半島流域フィールド実習


